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　監視シス テムでは検出した目標が人体であ るか否かの

識別が重要である．我々 は既に UWB ドッ プラ
ーレーダ

干渉計法を用い たイメージ ン グ法を提案 し，トレ ッ ドミ

ル上 で 歩行す る 人体の イメ
ージ ン グを実現 した ［1］．本

稿 で は 実際 に 室 内 で 歩行 す る 人 体 の 実 データ を 取 得 し，
提案手法 よ り得られた推定像 と視線方向速度分布から，

人体識別に有用なパ ラメ
ー

タを検 討する．

2　実験緒元及びイ メージ ン グ例

　図 1 に実験 の概観を示す．歩行周期 L2 　s，歩行速度

1．0　m ／s で レ
ー

ダに向か っ て直進する身長 163CInの 人

体を 目標 とする．送信信号は 中心周波数 26．4GHz ，レ

ン ジ分解能 30cm の ス ペ ク トル拡散信号で あり，
パ ル ス

繰返 し周期 は 1．29ms とす る．ア ン テ ナは 全 て E 面，　 H

面共 に 3dB ビーム幅 22 度の ホ
ー

ン ア ン テ ナ で あ る．ア

ン テナ間隔は dH＝3　cm ，4v＝3．5　c皿 である、ア ンテナ

中心位置を （O，
　O

，
2

。）と し，z
，，＝O．461n，　 HIn ，1、54　m

の 3点で データを取得す る．図 2 に 文献 ［1］の 提案手法

に よ り得 られ た推定像の 正 面図を示す．人体の概形推定

が実現 して い る もの の，実際 の 室内 で は干渉の 影響 に よ

り推定像が歪み，人体識別が困難となっ て い る こ とがわ

かる．

3　視線方向速度分布と人体識別に 関する考察

　提案手法で得られる散乱中心は ， その 視線方向速度 の

情報も有す る．本節では前節で述べ た 問題点を解決する

た め，視線方向速度を利用 した人体識別 に つ い て 検討す

る．まず視線方向速度分布の z 成分依存性を調べ る．図

3 に 図 2 の推定像に お い て横軸を視線方向速度，縦軸を

z と した 電力密度の 分布を示す．床面付近 に 足の 運動 に

対応する顕著 な ピー
クが確認で き る．ま た z ＝ 1．2rn

付近 に腕の振動に対応す る速度成分 の広が りが確認 で き

る．こ れ らは 他の 動物等の 歩行 と異なる人体の 歩行 の 特

徴で あり，こ の 電力密度分布が歩行人体識別に有効 とい

え る．

　次に，人体識別 に有効なパ ラメータにつ い て考察す る．

床面付近に 足 の振動に 対応す る視線方向速度 の ピー
クを

確認したが，こ の ような成分は台車などの室内の非生物

目標 に は一
般 に 存在 しな い ．そ こ で検出 した 目標が人体

で あ る か の判別指標 と し て，z が小 さい 領域の 視線方向

速度分布 の 標準偏差 σD を検討する．図 4 に 7 名の被験

者に つ い て z ＜ O．6m の データ を 用 い て 町 ， を求めた結

果 を 示 す．い ずれ も 0．4m ／s 以 上の 値 で あ り，適切な閾

値を設け る こ とで 目標が人体 で あ る か 否か の 判別が可能

とい え る．

　以 Eの検討より， 視線方向速度分布が人体識別におい

て有用とわか っ た．今後，台車を押しながら歩行する人

休等，様々 な 目標を想定 し た実験検討に よ り人体識別法

を提案す る，
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図 1 実験の 概観
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図 3　電力密度 の視線方向速度一

高 さ分布
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図 2　推定像 の 正面図
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